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　日本における人ݮޱগ、なかでもݐ設業ै事ऀの
。さを૿していますࠁগは、年々ਂݮ
　গ子高ྸ化の進ߦに加え、ए年૚のݐ設業཭れ、
࣌ؒ֎࿑働੍نのڧ化などが重なり、現場の技ೳऀ
不足は、プラントメンテナンスの෼໺においても確
実にӨをམとしています。この޲܏は今後も続き、
��年後には現ࡏҎ上にݫしい環境になることが૝
定されます。
　一方で、����年ΧーϘンニュートラルの実現に
け、(9（グリーントランスフΥーメーション）޲
を࣠とした社会ߏ଄のస׵が進み、新چさまざまな
プラント設備の安定稼働と高౓なメンテナンスがこ
れまでҎ上にٻめられています。
られた人材で、よりଟくの現場を、安શかつ確ݶ　
実に支えていくʕʕこれが、これからのメンテナン
ス業界にಥき付けられた՝୊です。
　では、��年後のプラントメンテナンスのੈ界は
どうなっているのでしょうか。
　設備のঢ়ଶを五ײで͡ײ取り、ॠ࣌に൑அする現
場技ೳや経験は、今後も人にしか୲えない重要な要
ૉであり、׬શな代ସはࠔ೉です。つまり、技ೳそ
のものは「人」が中৺であり続けることに変Θりは
ありませΜ。
　しかしその一方で、Ӧ業活動、ݟ積࡞੒、ࢪ工ܭ
ը・ه࿥、報告ॻ࡞੒、各छாථ؅ཧといった、い
Θば「メンテナンスؔ࿈事務」にඅやされている࣌
ؒと࿑力は、ܾしてখさくありませΜ。
　今後はこのྖҬをいかにޮ཰化し、現場࡞業にॆ
てる࣌ؒを最大化できるかが、業界શମのੜ産性を
。ӈすると考えていますࠨ
　AIは、ࢪ工ه࿥や報告ॻの自動࡞੒、աڈデー

タを活用した設備ނোの༧ஹݕ知、෦඼ަظ࣌׵の
最ద化、࡞業工ఔや人員഑ஔの最ద化など、すでに
実用化が࢝まっている෼໺もあります。
　これらを活用することで、現場技ೳऀが本དྷ୲う
΂き「現場࡞業」や「൑அ」に集中できる環境を੔
え、ݶられた人材でも現場力をҡ持・ڧ化すること
が可ೳとなります。
　さらに今後の発展にظ଴したいのは、技ೳ఻ঝ΁
のAI活用です。ϕテラン技ೳऀの࡞業಺༰や൑அ
プϩηスをデータとして஝積し、AIがղੳ・可ࢹ
化することで、これまでଐ人的であったϊ΢ϋ΢を
組৫શମで共有できる環境が੔いつつあります。こ
れはए手ҭ੒のスϐーυと࣭を高め、ੈ代ަ代を支
える大きな力となるでしょう。
　もͪΖΜ、AIはສೳではありませΜ。ಋ入にあ
たっては、現場のཧղと共ײをಘながら、ஈ֊的に
進めることが欠かせませΜ。AIはあくまで「人を
支えるಓ۩」であり、人の経験や知恵と組み߹Θさっ
てॳめて、そのՁ஋を発شします。
　今後��年で、AIやデジタル技術はさらに進化し、
଄を大きく変えるでしょߏたͪの働き方や産業ࢲ
う。
　メンテナンス業界もまた、AIを上手く活用する
ことで、人材不足という੍໿を৐りӽえ、社会イン
フラを支える「高技ೳऀ集ஂ」として、より一૚そ
のଘࡏՁ஋を高めていくことができるはͣです。
　人とAIの協働によって、メンテナンス業界はよ
りັ力的で持続可ೳな産業΁進化していきます。
　そのະདྷに޲け、௅ઓを続けていきたいと考えて
います。

■ 巻 頭 言 ■

　本田　毅
日鉄テックスエンジ株式会社

取క役ઐ務ࣥߦ役員�機ց事業本෦長

「メンテナンスにおける AI の可能性」
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